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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

提出会社の経営指標等

　

回次
第109期
第２四半期
累計期間

第110期
第２四半期
累計期間

第109期
第２四半期
会計期間

第110期
第２四半期
会計期間

第109期

会計期間

自　平成21年
４月１日

至　平成21年９
月30日

自　平成22年
４月１日

至　平成22年
９月30日

自　平成21年７
月１日 

至　平成21年９
月30日

自　平成22年
７月１日

至　平成22年
９月30日

自　平成21年４
月１日

至　平成22年３
月31日

売上高 (千円) 6,945,7966,078,4004,216,9564,606,52614,812,875

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) △689,902 71,009 △88,682 244,503△848,475

四半期純利益又は四半期
(当期)純損失(△)

(千円) △688,772 75,490 △91,658 249,650△724,170

持分法を適用した場合の投
資利益

(千円) ─ ─ ─ ─ ─

資本金 (千円) ─ ─ 1,000,0001,000,0001,000,000

発行済株式総数 (株) ─ ─ 59,000,00059,000,00059,000,000

純資産額 (千円) ─ ─ 3,422,0243,462,0993,386,633

総資産額 (千円) ─ ─ 13,457,3867,428,3959,552,814

１株当たり純資産額 (円) ─ ─ 58.86 59.55 58.25

１株当たり四半期純利益金
額又は１株当たり四半期
(当期)純損失金額(△)

(円) △11.85 1.30 △1.58 4.29 △12.46

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ ─ 25.4 46.6 35.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,918,7131,882,214 ─ ─ 3,595,873

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 110,233 383,868 ─ ─ 187,401

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,737,060△1,566,214 ─ ─ △5,030,669

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ ─ 1,461,6871,622,274922,406

従業員数 (名) ─ ─ 79 69 76

(注) １  当社は、関連会社を有しておりませんので、「持分法を適用した場合の投資利益」については、記載しておりま

せん。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　

４　従業員数は、就業人員数を記載しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　　平成22年９月30日現在

従業員数（名） 69

(注) 従業員数は就業人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【契約及び販売の状況】

(1) 契約実績

当第２四半期会計期間における契約実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

不動産販売事業 　 　

　マンション分譲 3,908,516 ─

　土地建物 42,000 ─

計 3,950,516 ─

(注) １　金額は、契約価格によっております。

　２　上記金額には、消費税等を含んでおりません。

　
(2) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

不動産販売事業 　 　

　マンション分譲 4,544,312 ─

　土地建物 42,000 ─

計 4,586,312 ─

その他 20,214 ─

合計 4,606,526 ─

（注）上記金額には、消費税等を含んでおりません。
　

EDINET提出書類

株式会社グローベルス(E00568)

四半期報告書

 4/31



　

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

本文の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　

　(1)　経営成績の分析

当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、景気は足踏み状態となっており、失業率が高水準にあるな
ど依然として厳しい状況となりました。先行きについては、海外景気の下振れ懸念や為替レート・株価の変
動などにより、景気がさらに下押しされることが懸念されております。
首都圏マンション市場におきましては契約率、価格共に前年同月比で増加を続け、供給数に至っては８カ
月連続（平成22年９月末現在）で前年実績を上回るなど、厳しかった前年実績と比較して回復しつつあり
ます。
このような事業環境のもと、当第２四半期会計期間における売上高は46億６百万円（前年同四半期は42
億16百万円）、営業利益は２億74百万円（前年同四半期は47百万円の営業損失）、経常利益は２億44百万円
（前年同四半期は88百万円の経常損失）、四半期純利益は２億49百万円（前年同四半期は91百万円の四半
期純損失）と一部価格調整を余儀なくされた前年同四半期と比較して、売上高、収益面ともに大幅な改善傾
向にあります。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
　①不動産販売事業　マンション分譲

マンション分譲事業は当社の主力事業であり、主に首都圏にて一般顧客向けにマンションを販売
しております。
　販売状況については堅調に推移しており、当第２四半期会計期間において126戸、39億８百万円の新
規契約を行うとともに、150戸、45億44百万円の売上高を計上しております。
　この結果、当第２四半期会計期間末における契約済未引渡残高は95戸、29億２百万円であり、未契約
完成商品の残高は34戸、11億10百万円となっております。
　また、当第３四半期会計期末以降に竣工する商品準備高として376戸、129億50百万円（発売開始商
品143戸、うち92戸は契約済）を確保しております。

　②不動産販売事業　土地建物
当社は、マンション分譲事業を主力事業としておりますが、宅地の売却や建物の１棟売却も行って
おります。
　なお、当第２四半期会計期間においては、宅地201.05㎡の売却を行い、42百万円の売上を計上してお
ります。

　③その他
その他のうち、不動産賃貸事業については、首都圏および近畿圏にて当社が所有しているマンショ
ン等を、一般顧客向けに賃貸しております。当事業については、主力のマンション分譲事業への経営
資源の集中を図るため、段階的に整理・縮小する基本方針を決定したことに伴い、最適売却条件を探
りつつ適時売却処分を進めております。
　なお、その他の附帯事業については、８月および９月竣工物件に係る附帯収入を計上しております。
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　(2)　財政状態の分析

当第２四半期会計期間末における総資産は、第１四半期会計期間末に比べ15億62百万円減少して74億28
百万円となりました。これは、マンション販売の堅調な推移により販売用不動産等のたな卸資産が18億45百
万円、賃貸マンションの売却により有形固定資産が３億45百万円それぞれ減少したこと、また、これらの販
売や売却等により現金及び預金が７億11百万円増加したこと等によるものであります。
　当第２四半期会計期間末における負債は、第１四半期会計期間末に比べ18億12百万円減少して39億66百万
円となりました。これは、新規竣工マンションに係る有利子負債が18億14百万円減少したこと等によるもの
であります。
　当第２四半期会計期間末における純資産は、第１四半期会計期間末に比べ２億49百万円増加して34億62百
万円となりました。これは、当第２四半期会計期間において２億49百万円の四半期純利益を計上したこと等
によるものであります。

　

　(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第１四半期会計期
間末より７億11百万円増加し、16億22百万円となりました。
　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
　

①営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期会計期間における営業活動による資金は、21億77百万円の増加（前年同四半期は10億69
百万円の増加）となりました。これは、税引前四半期純利益の計上と、マンション販売の堅調な推移によ
り販売用不動産等のたな卸資産が減少したこと等によるものであります。
　

②投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期会計期間における投資活動による資金は、３億50百万円の増加（前年同四半期は69百万
円の増加）となりました。これは、賃貸マンションの売却等によるものであります。
　

③財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期会計期間における財務活動による資金は、18億16百万円の減少（前年同四半期は26億83
百万円の減少）となりました。これは、事業資金の新規借入れに対し既存の借入金の返済が上回ったこと
等によるものであります。

　

　(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新たに生じ
た課題はありません。

　

　(5)　研究開発活動

  該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間における主要な設備の売却は次のとおりであります。

　

賃貸設備
セグメント
の名称

戸数

帳簿価額（千円）

建物
工具、器具
及び備品

土地 合計

賃貸マンション その他 22 210,308 89 133,287343,685

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当社は、不動産賃貸事業を段階的に整理・縮小する基本方針を決定したことに伴い、賃貸マンション

は、今後とも最適売却条件を探りつつ、適時売却処分を進めてまいります。

なお、当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 144,000,000

計 144,000,000

　
② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 59,000,000 59,000,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 59,000,000 59,000,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

 平成22年９月30日 ─ 59,000,000 ─ 1,000,000 ─ ─
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

プロスペクト　ジャパン　ファン
ド　リミテッド　常任代理人　香港
上海銀行東京支店

東京都中央区日本橋３丁目11番１号 5,896 9.99

バンク　オブ　ニューヨーク　ジー
シーエム　クライアント　アカウ
ンツ　ジェーピー　アールイー
シー　アイティーアイシー　常任
代理人　株式会社三菱東京ＵＦＪ
銀行

東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 5,855 9.92

ＣＧＭＬ－ＩＰＢ　ＣＵＳＴＯＭ
ＥＲ　ＣＯＬＬＡＴＥＲＡＬ　Ａ
ＣＣＯＵＮＴ　常任代理人　シ
ティバンク銀行株式会社

東京都品川区東品川２丁目３番14号 5,776 9.79

モルガンスタンレーアンドカン
パニーインターナショナルピー
エルシー　常任代理人　モルガン
・スタンレーＭＵＦＧ証券株式
会社

東京都渋谷区恵比寿４丁目20番３号　恵比寿
ガーデンプレイスタワー

2,890 4.90

株式会社みずほ 埼玉県新座市東北２丁目26番４号　Ｂ１ 1,000 1.69

グローベルス取引先持株会 東京都渋谷区千駄ヶ谷１丁目30番８号 945 1.60

堤　政夫 埼玉県新座市 900 1.53

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10号 884 1.50

楽天証券株式会社 東京都品川区東品川４丁目12番３号 800 1.36

鈴木　輝夫 埼玉県久喜市 600 1.02

計 ― 25,546 43.30

(注) １　上記の他、当社名義の株式が866,209株あり、発行済株式総数に対する自己保有株式の割合は1.47％でありま

す。なお、当社名義の株式866,209株は株主名簿記載上の株式数であり、平成22年９月30日現在の実質的な保

有残高は865,209株であります。

２　平成22年５月12日付でProspect Asset Management, Inc.から以下の大量保有報告書の変更報告書が提出さ

れております。なお、大量保有報告書の変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

Prospect Asset 
Management, Inc.

410 Atkinson Drive Suite 434,
Honolulu, HI 96814 U.S.A.

17,527 29.71
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３　平成22年７月８日に提出された大量保有報告書の変更報告書により、パーマル・ロング・ファンズ(Permal

Long Funds)から、平成22年７月１日現在で、当社株式を処分した旨の報告（処分した株券の数量5,855千

株）を受けておりますが、これらの報告書において、当該株券等の所有者であるProspect Asset

Management, Inc.との間の投資一任契約に基づく保有である旨が報告されております。大量保有報告書の内

容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

パーマル・ロング・ファンズ
(Permal Long Funds)

ルクセンブルグ国、郵便番号L-1855、ルクセ
ンブルグ市、アベニュー・ジェイ・エフ・
ケネディ、49、ステート・ストリート・ルク
センブルグ・エス・エー気付(c/o State
Street Luxembourg SA,49 avenue　J.F.
kennedy　L-1855 Luxembourg,Luxembourg)

0 0

４　平成22年７月23日付でシティグループ・グローバル・マーケッツ・リミテッド (Citigroup Global Markets

Limited)から以下の大量保有報告書が提出されております。大量保有報告の内容は以下のとおりでありま

す。

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

シティグループ・グローバル
・マーケッツ・リミテッド
(Citigroup Global Markets
Limited)

英国・ロンドン・カナリーワーフ・カナダ
スクェア・シティグループセンター

5,855 9.92

５　上記Prospect Asset Management, Inc.、パーマル・ロング・ファンズ(Permal Long Funds)およびシティグ

ループ・グローバル・マーケッツ・リミテッド(Citigroup Global Markets Limited)からの報告につきま

しては、当社として当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができておりません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式（自己株式等） ─ ― ─

議決権制限株式（その他） ─ ─ ─

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式）

― ─
普通株式　865,000

完全議決権株式（その他）
普通株式

58,069 ─
58,069,000

単元未満株式 普通株式   66,000― ─

発行済株式総数 59,000,000― ―

総株主の議決権 ― 58,069 ―

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に保

有していない株式が1,000株（議決権１個）および証券保管振替機構名義の株式が11,000株（議決権11

個）含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、自己保有株式209株が含まれております。
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② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）
株式会社グローベルス

東京都渋谷区千駄ヶ谷
一丁目30番８号

865,000 ─ 865,000 1.47

計 ― 865,000 ─ 865,000 1.47
 

(注)　株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権１個）あります。

なお、当該株式は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式の中に含めております。

　
２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 38 33 33 29 30 27

最低（円） 21 22 26 25 24 22

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　
３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)および前第２四半期累計期

間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半

期会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)および当第２四半期累計期間(平成22年４月１

日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間(平成21年７月１日か

ら平成21年９月30日まで)および前第２四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に

係る四半期財務諸表ならびに当第２四半期会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)および

当第２四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期財務諸表について、監

査法人ハイビスカスにより四半期レビューを受けております。

　

３  四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,622,274 922,406

売掛金 9,456 8,966

販売用不動産 ※２
 1,125,696

※２
 2,106,493

仕掛販売用不動産 ※２
 3,687,601

※２
 4,921,909

開発用不動産 224,236 ※２
 386,540

繰延税金資産 110,700 98,200

その他 212,353 271,136

貸倒引当金 △2,829 △2,826

流動資産合計 6,989,488 8,712,825

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※１
 188,823

※１, ※２
 422,919

工具、器具及び備品（純額） ※１
 557

※１, ※２
 851

土地 144,553 ※２
 288,375

リース資産（純額） ※１
 3,510

※１
 4,290

有形固定資産合計 337,444 716,437

無形固定資産

ソフトウエア 1,716 1,187

その他 76 76

無形固定資産合計 1,793 1,264

投資その他の資産

投資有価証券 ※２
 9,761

※２
 9,771

繰延税金資産 5,300 17,800

その他 ※２
 89,303

※２
 98,374

貸倒引当金 △4,696 △3,658

投資その他の資産合計 99,668 122,287

固定資産合計 438,906 839,988

資産合計 7,428,395 9,552,814
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 142,605 578,390

買掛金 － 30,321

工事未払金 386,087 529,407

短期借入金 ※２
 452,000

※２
 505,000

1年内返済予定の長期借入金 ※２
 2,058,000

※２
 3,289,983

未払法人税等 10,190 12,090

前受金 168,400 195,950

賞与引当金 10,848 11,617

その他 249,452 205,718

流動負債合計 3,477,583 5,358,478

固定負債

長期借入金 ※２
 350,000

※２
 625,000

退職給付引当金 80,842 69,286

役員退職慰労引当金 28,285 69,866

その他 29,584 43,548

固定負債合計 488,711 807,701

負債合計 3,966,295 6,166,180

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 2,407,956 6,987,456

利益剰余金 145,914 △4,509,075

自己株式 △91,771 △91,740

株主資本合計 3,462,099 3,386,640

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 － △6

評価・換算差額等合計 － △6

純資産合計 3,462,099 3,386,633

負債純資産合計 7,428,395 9,552,814
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 6,945,796 6,078,400

売上原価 ※１
 6,866,563 5,254,633

売上総利益 79,232 823,767

販売費及び一般管理費 ※２
 698,295

※２
 686,707

営業利益又は営業損失（△） △619,062 137,060

営業外収益

受取利息及び配当金 411 131

貸倒引当金戻入額 10,174 －

受取事務手数料 7,000 7,150

販売費用戻り高 － 3,937

その他 7,858 1,983

営業外収益合計 25,445 13,202

営業外費用

支払利息 90,438 66,498

その他 5,846 12,754

営業外費用合計 96,285 79,253

経常利益又は経常損失（△） △689,902 71,009

特別利益

固定資産売却益 ※３
 15,223

※３
 51,957

特別利益合計 15,223 51,957

特別損失

固定資産売却損 ※４
 7,524

※４
 42,258

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,118

投資有価証券売却損 1,164 －

投資有価証券評価損 － 45

減損損失 ※５
 3,503

※５
 1,154

特別損失合計 12,192 45,577

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △686,872 77,390

法人税、住民税及び事業税 1,900 1,900

法人税等調整額 － －

法人税等合計 1,900 1,900

四半期純利益又は四半期純損失（△） △688,772 75,490
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 4,216,956 4,606,526

売上原価 ※１
 3,924,547 3,927,456

売上総利益 292,409 679,070

販売費及び一般管理費 ※２
 340,183

※２
 404,423

営業利益又は営業損失（△） △47,774 274,647

営業外収益

受取利息及び配当金 223 85

貸倒引当金戻入額 1,628 －

受取事務手数料 4,550 5,650

販売費用戻り高 － 3,937

その他 4,170 91

営業外収益合計 10,572 9,764

営業外費用

支払利息 47,846 32,966

その他 3,634 6,941

営業外費用合計 51,480 39,908

経常利益又は経常損失（△） △88,682 244,503

特別利益

固定資産売却益 ※３
 9,075

※３
 48,402

特別利益合計 9,075 48,402

特別損失

固定資産売却損 ※４
 7,019

※４
 42,258

投資有価証券売却損 1,164 －

投資有価証券評価損 － 45

減損損失 ※５
 2,917 －

特別損失合計 11,101 42,304

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △90,708 250,600

法人税、住民税及び事業税 950 950

法人税等調整額 － －

法人税等合計 950 950

四半期純利益又は四半期純損失（△） △91,658 249,650

EDINET提出書類

株式会社グローベルス(E00568)

四半期報告書

16/31



(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△686,872 77,390

減価償却費 4,576 4,518

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,118

減損損失 3,503 1,154

投資有価証券売却損益（△は益） 1,164 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 45

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,174 1,041

賞与引当金の増減額（△は減少） 51 △769

退職給付引当金の増減額（△は減少） 19,634 11,555

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,094 △41,581

受取利息及び受取配当金 △411 △131

支払利息 90,438 66,498

固定資産売却損益（△は益） △7,699 △9,698

売上債権の増減額（△は増加） 4,774 △489

前受金の増減額（△は減少） 85,550 △27,550

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,048,789 2,425,573

仕入債務の増減額（△は減少） △1,556,047 △609,425

前払費用の増減額（△は増加） △103,904 7,697

未収入金の増減額（△は増加） 303,033 2,512

その他 △183,092 39,686

小計 2,018,407 1,950,146

利息及び配当金の受取額 278 111

利息の支払額 △96,172 △64,243

法人税等の支払額 △3,800 △3,800

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,918,713 1,882,214

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の売却による収入 101,751 383,190

無形固定資産の取得による支出 － △701

投資有価証券の売却による収入 7,000 －

貸付金の回収による収入 1,481 1,379

投資活動によるキャッシュ・フロー 110,233 383,868

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 460,000 910,000

短期借入金の返済による支出 △230,000 △963,000

長期借入金の返済による支出 △2,961,363 △1,506,983

自己株式の取得による支出 △6 △30

リース債務の返済による支出 △5,001 △5,781

配当金の支払額 △688 △418

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,737,060 △1,566,214

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △708,113 699,868

現金及び現金同等物の期首残高 2,169,800 922,406

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,461,687

※１
 1,622,274

EDINET提出書類

株式会社グローベルス(E00568)

四半期報告書

17/31



【継続企業の前提に関する事項】

　

該当事項はありません。

　

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

１．会計処理基準に関
する事項の変更
 

 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用
　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　
平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基
準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。
　これにより、当第２四半期累計期間の営業利益および経常利益は105千円、税引前四半期
純利益は2,224千円、それぞれ減少しております。

　　　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

（四半期損益計算書関係）
　前第２四半期累計期間において、営業外収益の「その他」に含めておりました「販売費用戻り高」は営業外収益
総額の100分の20を超えたため、当第２四半期累計期間においては区分掲記しております。 
　なお、前第２四半期累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「販売費用戻り高」は1,746千円であります。

　

当第２四半期会計期間
(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

（四半期損益計算書関係）

　前第２四半期会計期間において、営業外収益の「その他」に含めておりました「販売費用戻り高」は営業外収益総
額の100分の20を超えたため、当第２四半期会計期間においては区分掲記しております。
　なお、前第２四半期会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「販売費用戻り高」は1,704千円であります。

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第２四半期累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

１．繰延税金資産の算
定方法
 

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一
時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前事業年度末において使用
した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第２四半期累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　

当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

千円

 減価償却累計額 199,133

※２　担保提供資産

千円

販売用不動産 769,039

仕掛販売用不動産 3,687,601

　 4,456,640

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

 担保付債務 　

　 千円

短期借入金 452,000

１年内返済予定の長期借入金 2,058,000

長期借入金 350,000

計 2,860,000

  なお、信用保証会社に対する手付金保証のため、差

入保証金40,000千円を担保に供しております。また、

上記のほか、営業保証供託金として投資有価証券

9,761千円を差し入れております。  　　

　３　保証債務

  一般顧客（22名）の住宅購入民間ローン債務につ

き、融資元金融機関の債権保全抵当権設定登記完了ま

での期間、当社が融資元金融機関に負う連帯保証債務

 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 千円
490,600

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額

千円

 減価償却累計額 493,378

※２　担保提供資産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 千円

販売用不動産 843,553

仕掛販売用不動産 4,147,833

開発用不動産 386,540

建物 416,942

工具、器具及び備品 108

土地 286,027

計 6,081,004

　 　

 担保付債務 　

　 千円

短期借入金 505,000

１年内返済予定の長期借入金 3,289,983

長期借入金 625,000

計 4,419,983

  なお、信用保証会社に対する手付金保証のため、差

入保証金50,000千円を担保に供しております。また、

上記のほか、営業保証供託金として投資有価証券

9,731千円を差し入れております。  　　

　３　保証債務

  一般顧客（41名）の住宅購入民間ローン債務につ

き、融資元金融機関の債権保全抵当権設定登記完了

までの期間、当社が融資元金融機関に負う連帯保証

債務  　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 千円
1,089,851
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(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

　

前第２四半期累計期間 
（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

※１　通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の

低下による簿価切下額

千円

売上原価 276,446

 
※２　販売費及び一般管理費の主なもの

千円

給料及び賃金 178,707

広告宣伝費 145,487

賞与引当金繰入額 9,130

退職給付費用 13,376

役員退職慰労引当金繰入額 5,094

　 　

※３　固定資産売却益の内訳

千円

建物 2,364

土地 12,858

計 15,223

※４　固定資産売却損の内訳

千円

建物 5,697

工具、器具及び備品 13

土地 1,813

計 7,524

 
※５　減損損失

当社は、以下の資産について減損損失を計上して
おります。

用途 場所 種類
減損損失

（千円）

賃貸

マンション

兵庫県

川西市

建物 1,630

工具、器具

及び備品
3

土地 1,288

神奈川県

横浜市

建物 336

土地 244

合計 3,503

　賃貸マンションについては、個別物件単位でグルーピ
ングしております。当該資産については、売却予定と
なったため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、
3,503千円を減損損失として特別損失に計上しており
ます。
　回収可能価額は正味売却価額により測定しており、契
約予定額または近隣売買事例を合理的に補正して算定
した価額等を使用しております。
 

──────────

 

　 　

 
※２　販売費及び一般管理費の主なもの

千円

給料及び賃金 160,934

広告宣伝費 181,563

賞与引当金繰入額 8,181

退職給付費用 9,926

役員退職慰労引当金繰入額 13,418

減価償却費 1,137

※３　固定資産売却益の内訳

千円

建物 5,478

土地 46,479

計 51,957

※４　固定資産売却損の内訳

 

建物 35,411

工具、器具及び備品 19

土地 6,827

計 42,258

 
※５　減損損失

当社は、以下の資産について減損損失を計上して
おります。

用途 場所 種類
減損損失
（千円）

賃貸

マンション

千葉県

千葉市

建物 727

土地 427

合計 1,154

　賃貸マンションについては、個別物件単位でグルーピ
ングしております。当該資産については、売却予定と
なったため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、
1,154千円を減損損失として特別損失に計上しており
ます。
　回収可能価額は正味売却価額により測定しており、契
約予定額または近隣売買事例を合理的に補正して算定
した価額等を使用しております。
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第２四半期会計期間

　

前第２四半期会計期間 
（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

※１　通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の

低下による簿価切下額

千円

売上原価 △107,572

 
※２　販売費及び一般管理費の主なもの

千円

給料及び賃金 93,278

広告宣伝費 95,344

賞与引当金繰入額 72

退職給付費用 8,382

役員退職慰労引当金繰入額 2,667

　 　

※３　固定資産売却益の内訳

千円

建物 2,212

土地 6,863

計 9,075

※４　固定資産売却損の内訳

千円

建物 5,200

工具、器具及び備品 5

土地 1,813

計 7,019

 
※５　減損損失

当社は、以下の資産について減損損失を計上して
おります。

用途 場所 種類
減損損失
（千円）

賃貸
マンション

兵庫県
川西市

建物 1,287

土地 1,049

神奈川県
横浜市

建物 336

土地 244

合計 2,917

　賃貸マンションについては、個別物件単位でグルーピ
ングしております。当該資産については、売却予定と
なったため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、
2,917千円を減損損失として特別損失に計上しており
ます。
　回収可能価額は正味売却価額により測定しており、契
約予定額または近隣売買事例を合理的に補正して算定
した価額等を使用しております。
 

──────────

 

　 　

 
※２　販売費及び一般管理費の主なもの

千円

給料及び賃金 85,012

広告宣伝費 143,681

賞与引当金繰入額 245

退職給付費用 2,779

役員退職慰労引当金繰入額 3,065

減価償却費 580

※３　固定資産売却益の内訳

千円

建物 3,986

土地 44,415

計 48,402

※４　固定資産売却損の内訳

千円

建物 35,411

工具、器具及び備品 19

土地 6,827

計 42,258

 

──────────
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間 
（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の当第２四半期累計期間末残

高と当第２四半期貸借対照表に掲記されている科目

の金額との関係（平成21年９月30日現在）

千円

現金及び預金 1,461,687

現金及び現金同等物 1,461,687
 

※１　現金及び現金同等物の当第２四半期累計期間末残

高と当第２四半期貸借対照表に掲記されている科目

の金額との関係（平成22年９月30日現在）

千円

現金及び預金 1,622,274

現金及び現金同等物 1,622,274

 
　

　

(株主資本等関係)

　

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平

成22年９月30日）

　

１.　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式          (株) 59,000,000

　
２.　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式          (株) 865,209

　
　
３.　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

　
 　　　該当事項はありません。

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

　
 　　　該当事項はありません。

　
　
４.　株主資本の著しい変動に関する事項

　
　当社は、平成22年６月25日開催の第109回定時株主総会におきまして、剰余金処分の件を決議し、その他

資本剰余金4,579,500千円および別途積立金1,100,000千円をそれぞれ減少させ、繰越利益剰余金の欠損

填補を行いました。
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(金融商品関係)

　

　金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

　

(有価証券関係)

　

　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

　
(デリバティブ取引関係)

　

　当社はデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

 　　　

(持分法損益等)

　

関連会社に関する事項

前第２四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

当第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

該当事項はありません。

前第２四半期会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

当第２四半期会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

該当事項はありません。

　

開示対象特別目的会社に関する事項

当第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

当社は、開示対象特別目的会社を有しておりません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

　

該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)

　

該当事項はありません。
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(資産除去債務関係)

　

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

（追加情報）

第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

当社は、本社において、各事業の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

従って、当社は各事業を基礎としたセグメントから構成されており、「不動産販売事業（マンション

分譲）」および「不動産販売事業（土地建物）」の２つを報告セグメントとしております。

「不動産販売事業（マンション分譲）」は、当社の主力事業であり、中高層住宅の建設・分譲販売を

しております。「不動産販売事業（土地建物）」は、土地の素地販売および中高層住宅の１棟販売をし

ております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

当第２四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計不動産販売事業
（マンション
分譲）

不動産販売事業
（土地建物）

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,928,002111,9006,039,90238,4986,078,400

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 5,928,002111,9006,039,90238,4986,078,400

セグメント利益又は損失(△) 332,392 △5,281 327,111 21,151 348,262

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業およびその他の附帯事

業を含んでおります。
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当第２四半期会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計不動産販売事業
（マンション
分譲）

不動産販売事業
（土地建物）

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,544,312 42,000 4,586,31220,2144,606,526

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 4,544,312 42,000 4,586,31220,2144,606,526

セグメント利益又は損失(△) 380,836 △142 380,694 12,145 392,840

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業およびその他の附帯事

業を含んでおります。

　
３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

当第２四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 327,111

「その他」の区分の利益 21,151

全社費用(注) △211,202

四半期損益計算書の営業利益 137,060

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　
当第２四半期会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 380,694

「その他」の区分の利益 12,145

全社費用(注) △118,193

四半期損益計算書の営業利益 274,647

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　
４．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

　
５．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(賃貸等不動産関係)

　

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

賃貸等不動産において、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

四半期会計期間末の時価 431,636千円

四半期貸借対照表計上額 333,377 〃

　

　

(１株当たり情報)

　

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

　 　

　 59.55円
　

　 　

　 58.25円
　

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

貸借対照表上の純資産の部の合計額 （千円） 3,462,099 3,386,633

普通株式に係る純資産額 （千円） 3,462,099 3,386,633

普通株式の発行済株式数 （株） 59,000,000 59,000,000

普通株式の自己株式数 （株） 865,209 864,221

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数

（株） 58,134,791 58,135,779

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間 
（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △11.85円

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

─

　

１株当たり四半期純利益金額 1.30円

潜在株式調整後１株当たり 
四半期純利益金額

─

　

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　２　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間 
（自　平成22年４月１日 
　至　平成22年９月30日）

四半期損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失（△）

（千円） △688,772 75,490

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失（△）

（千円） △668,772 75,490

普通株主に帰属しない金額 （千円） ─ ─

普通株式の期中平均株式数 （株） 58,135,824 58,135,169
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第２四半期会計期間

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間 
（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △1.58円

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

─

　

１株当たり四半期純利益金額 4.29円

潜在株式調整後１株当たり 
四半期純利益金額

─

　

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　２　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間 
（自　平成22年７月１日 
　至　平成22年９月30日）

四半期損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失（△）

（千円） △91,658 249,650

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失（△）

（千円） △91,658 249,650

普通株主に帰属しない金額 （千円） ─ ─

普通株式の期中平均株式数 （株） 58,135,779 58,134,791

　

　
(重要な後発事象)

　

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

　

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月11日

株式会社グローベルス

取締役会  御中

　

監査法人ハイビスカス

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　阿　部　海　輔　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　髙　橋　克　幸　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社グローベルスの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの109期事業年度の第２四半期会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社グローベルスの平成21年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月12日

株式会社グローベルス

取締役会  御中

　

監査法人ハイビスカス

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　阿　部　海　輔　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　髙　橋　克　幸　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社グローベルスの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第110期事業年度の第２四半期会計期間

(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年９

月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社グローベルスの平成22年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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